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全
浴
連
代
表
者
会
議
開
催

時
代
に
合
わ
せ
多
様
な
価
値
発
信
を

「
地
域
貢
献
に
一
役
」

Ａ
Ｅ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
契
約
に
つ
い
て

　
自
家
風

呂
保
有
率

は
全
国
で

　
％
、
東

９６京
で
は
　９８

％
に
上
る

と
の
統
計

が
あ
る
。

実
際
は
こ
の
数
値
よ
り

も
高
い
の
が
現
状
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
銭
湯
は

も
う
身
体
を
清
潔
に
保

つ
た
め
だ
け
の
施
設
で

は
生
き
残
っ
て
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。

　
数
年
前
、
営
業
不
振

で
店
を
閉
め
る
こ
と
に

し
た
銭
湯
主
と
話
し
を

し
て
い
た
時
の
こ
と

だ
、「
今
月
末
閉
店
」
の

張
り
紙
を
見
た
近
所
の

人
が
店
に
入
っ
て
き

て
、
ご
主
人
に
こ
う
言

っ
た
そ
う
だ
。

　
「
こ
こ
が
な
く
な
っ

た
ら
、
お
風
呂
が
壊
れ

た
時
に
困
る
の
よ
、
な

ん
と
か
続
け
ら
れ
な
い

の
？
」

　
自
家
風
呂
が
壊
れ
た

時
に
し
か
来
な
い
客
相

手
の
為
だ
け
に
営
業
が

で
き
る
か
！
と
そ
の
時

は
も
の
す
ご
く
腹
が
た

っ
た
そ
う
だ
。
た
だ
、

そ
の
あ
と
に
ご
主
人
が

続
け
た
言
葉
を
私
は
今

も
忘
れ
な
い
。

　
「
結
局
は
自
分
が
銭

湯
を
そ
ん
な
扱
い
を
さ

れ
る
場
所
に
し
ち
ま
っ

た
ん
だ
よ
な
あ
。
」

　
銭
湯
の
ニ
ー
ズ
は
確

実
に
あ
る
、
癒
し
・
娯

楽
・
社
交
、
時
代
を
敏

感
に
感
じ
と
り
、
そ
の

場
所
に
日
常
的
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
に

な
り
た
も
の
だ
。
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な
る
。
ま
た
地
域
貢
献
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と

セ
コ
ム
担
当
者
。

　
東
京
都
組
合
は
既
に
契

約
を
結
ん
で
い
て
、
レ
ン

タ
ル
料
金
は
月
額
４
０
０

０
円
（
税
別
）。
全
国
で
協

定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
３
７

０
０
円
（
税
別
）
と
割
安

に
な
る
。
全
浴
連
と
セ
コ

ム
と
の
協
定
は
、
全
て
の

浴
場
に
契
約
を
強
制
す
る

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

個
人
、
組
合
単
位
で
の
セ

コ
ム
と
の
契
約
が
可
能
。

　
東
京
は
支
部
単
位
で
契

約
し
て
お
り
、
区
の
補
助

金
を
利
用
し
て
い
る
支
部

も
あ
る
。
レ
ン
タ
ル
契
約

に
あ
た
っ
て
は
使
い
方
の

講
習
も
し
て
も
ら
え
る
。

こ
と
で
、
そ
の
痙
攣
を
取

り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
つ
い

て
、「
扱
い
方
が
わ
か
ら
な

い
」「
ど
う
い
う
状
態
の

人
に
使
え
ば
い
い
の
か
」

な
ど
心
配
す
る
人
が
多
い

が
、
使
い
方
は
簡
単
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
蓋
を
開
け
る
と
自

動
的
に
電
源
が
入
り
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
通
り
に
対

象
者
の
胸
に
パ
ッ
ド
を
貼

る
だ
け
で
、
あ
と
は
機
械

が
自
動
解
析
し
蘇
生
が
必

要
か
ど
う
か
判
断
し
て
く

れ
る
。

　
銭
湯
は
公
共
の
施
設
で

あ
り
、
特
に
高
齢
者
な
ど

心
臓
が
弱
っ
て
い
る
可
能

性
の
あ
る
人
も
多
い
。

「
心
室
細
動
に
な
る
と
一

刻
を
争
う
。
そ
の
時
に
銭

湯
に
行
け
ば
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ

る
と
い
う
認
識
が
広
が
れ

ば
、
利
用
者
の
安
心
感
に

間
は
全
国
平
均
で
約
８
・

６
分
。
救
命
率
は
　
％
に

１０

ま
で
低
下
し
て
し
ま
う
。

救
急
車
到
着
ま
で
の
間
に

救
命
措
置
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
救
命
率
を
２
倍
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
に
よ
り
４
倍

に
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
有
効
な
の
は
、

心
室
細
動
と
い
う
症
状
。

心
臓
が
痙
攣
し
て
正
常
に

脈
を
打
て
な
く
な
る
状
態

で
、
若
い
人
で
も
起
こ
り

う
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
レ
ン
タ
ル

に
つ
い
て
、
㈱
セ
コ
ム
の

委
託
契
約
の
協
定
締
結
が

承
認
さ
れ
た
。

　
現
在
、
年
間
約
７
万
人

が
心
臓
突
然
死
し
て
お

り
、
迅
速
な
救
命
措
置
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
極
め
て
重
要

だ
。
心
肺
停
止
で
倒
れ
て

か
ら
救
命
措
置
ま
で
の
時

間
と
命
が
助
か
る
率
を
示

し
た
救
命
直
線
グ
ラ
フ
に

よ
る
と
、
救
命
率
は
１
分

間
で
７
～
　
％
下
が
る
。

１０

１
１
９
番
通
報
後
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
時

ー
を
、
委
託
業
者
よ
り
直

接
各
県
組
合
に
　
月
　
日

１１

１０

頃
発
送
予
定
。
掲
示
の
協

力
を
お
願
い
す
る
。

●
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
（
　１２

月
１
日
）
ポ
ス
タ
ー

　
厚
労
省
よ
り
例
年
依
頼

さ
れ
て
い
る
啓
発
ポ
ス
タ

ス
タ
ー
掲
示
を
お
願
い
し

た
熱
中
症
予
防
声
か
け
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
最
優
秀

啓
発
賞
を
受
賞
し
た
。
詳

細
は
次
号
。

●
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
と

の
提
携
ポ
ス
タ
ー

　
ラ
グ
ビ
ー
協
会
側
の
都

合
等
に
よ
り
、
実
施
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
未
定
。
動
き

が
あ
り
次
第
、
報
告
す
る
。

●
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製
「
壁

掛
け
扇
風
機
」
リ
コ
ー
ル

　
詳
細
は
９
・
　

月
号
４

１０

面
の
広
告
に
掲
載
。
製
品

品
番
は
Ｆ
―
Ｇ
Ａ
３
０

１
、
製
造
年
ラ
ベ
ル
は
無

い
か
２
０
０
９
年
～
２
０

１
４
年
。
連
絡
先
は
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―

８
７
２
―
１
３
６
（
９
時

～
　
時
、土
日
祝
日
除
く
）

１７

催
、「
銭
湯
へ
行
こ
う
」
を

テ
ー
マ
に
プ
ロ
が
制
作
し

た
ポ
ス
タ
ー
（
　
月
号
１

１０

面
）
の
Ｏ
Ａ
Ｃ
賞
１
点
、

銭
湯
賞
１
点
の
ポ
ス
タ
ー

を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
軒
２
枚
、

　
月
中
に
県
浴
組
合
に
送

１１付
予
定
。
各
店
で
の
掲
示

の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

●
厚
生
労
働
省
「
平
成
　２９

年
度
生
活
衛
生
関
係
営
業

経
営
実
態
調
査
」

　
５
年
に
１
度
、
厚
労
省

が
基
礎
資
料
の
た
め
に
実

施
。
全
国
か
ら
無
作
為
抽

選
の
１
０
０
０
軒
が
調
査

対
象
。
対
象
銭
湯
に
は
調

査
委
託
事
業
所
㈱
ナ
ビ
ッ

ト
よ
り
　
月
中
に
連
絡
。

１０

●
「
ひ
と
涼
み
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
７
」最
優
秀
啓
発
賞

　
夏
に
大
塚
製
薬
ポ
カ
リ

ス
エ
ッ
ト
と
の
コ
ラ
ボ
ポ

託
費
」４
・
８
億
を
要
求
し

た
。
生
衛
関
係
営
業
に
お

け
る
生
産
性
向
上
の
推
進

を
図
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
等
を
行
う
。「
全
国
の
銭

湯
が
活
性
化
す
る
ア
イ
デ

ア
を
、
ぜ
ひ
全
浴
連
に
寄

せ
て
欲
し
い
。
奇
抜
な
も

の
で
も
構
い
ま
せ
ん
」

（
近
藤
理
事
長
）

●
来
年
度
か
ら
厚
生
労
働

省
補
助
金
の
「
ブ
ロ
ッ
ク

推
薦
枠
」

　
補
助
金
は
毎
年
５
組
合

が
申
請
可
能
だ
が
、
来
年

度
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
１
組

合
の
推
薦
枠
を
設
け
る
。

定
数
に
満
た
な
い
場
合

は
、
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
を

補
欠
の
１
番
と
す
る
。

●「
ク
リ
ボ
ラ
２
０
１
７
」

　
日
本
広
告
制
作
協
会
主

い
ろ
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
一
番
実
感
で
き

る
場
で
あ
り
、
ま
た
、　１０

年
後
に
は
団
塊
世
代
が
高

齢
者
に
な
る
時
代
に
、
高

齢
者
の
見
守
り
や
、
災
害

時
の
地
域
貢
献
な
ど
新
し

い
浴
場
の
価
値
を
広
げ
て

い
け
れ
ば
。
意
識
を
改
革

し
て
前
に
進
む
こ
と
を
一

歩
一
歩
や
っ
て
い
き
た
い
」

　
　
…
…
…
…
…
…

《
議
事
》

●
平
成
　
年
度
生
活
衛
生

３０

課
関
係
予
算
概
算
要
求
等

の
状
況
「
全
国
の
銭
湯
活

性
化
の
ア
イ
デ
ア
求
む
」

　
厚
労
省
は
新
た
に
「
生

産
性
向
上
等
推
進
調
査
委

２
５
０
０
軒
、
非
常
に
危

機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
、
我
々
も
変
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
時
代
に
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
浴
場
の
価
値
は
、
歴
史

や
文
化
の
他
に
も
、
い
ろ

　
全
浴
連
代
表
者
会
議
が

　
月
　
日
、
午
後
１
時
よ

１０

１９

り
東
京
都
港
区
の
明
治
記

念
館
で
開
か
れ
た（
写
真
）。

　
冒
頭
で
近
藤
和
幸
理
事

長
が
挨
拶
。「
昭
和
　
年
に

３４

全
国
で
１
万
７
０
０
０
軒

ほ
ど
あ
っ
た
浴
場
は
現
在

さ
ら
に
作
っ
て
あ
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

ら
の
た
く
さ
ん
の
お
客
様

が
来
て
い
ま
す
。
皆
様
方

の
力
で
楽
し
い
思
い
出
を

く
の
銭
湯
に
毎
日
通
っ
て

い
ま
し
た
。
最
初
は
東
京

に
友
達
も
な
く
時
々
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
ま

し
た
が
、
通
っ
て
い
た
銭

湯
の
番
台
の
お
じ
さ
ん
が

さ
り
げ
な
い
一
言
を
か
け

て
く
れ
て
、
寂
し
さ
が
紛

れ
ま
し
た
。
そ
の
銭
湯
は

昨
年
春
に
廃
業
さ
れ
た
と

伺
い
ま
し
た
が
、
私
の
心

の
中
に
は
当
時
の
湯
の
温

か
さ
、
番
台
の
お
じ
さ
ん

が
か
け
て
く
れ
た
や
さ
し

い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
今
、
日
本
に
は
海
外
か

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
　

常
務
取
締
役
　
岡
部
修
氏

　
生
衛
法
が
今
年
、　

年
６０

を
迎
え
ま
し
た
。
私
も
来

年
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
人

生
を
振
り
返
る
と
、
昔
か

ら
の
楽
し
い
思
い
出
、
懐

か
し
い
思
い
出
は
、
ほ
と

ん
ど
生
衛
業
の
皆
様
方
の

お
仕
事
と
密
接
な
関
連
を

持
っ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
香
川
県
の
田
舎
か
ら
大

学
進
学
で
上
京
し
、
当
時

は
今
と
違
っ
て
六
畳
一
間

の
下
宿
で
、
バ
ス
、
ト
イ

レ
は
な
か
っ
た
の
で
、
近

合
の
組
織
強
化
、
活
性
化

を
推
進
し
、
業
界
振
興
の

た
め
の
各
種
施
策
の
拡
充

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
 …
…
…
…
…
…
…
…
 　

《
来
賓
祝
辞
》

・
全
国
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長
　

吉
井
眞
人
氏

　
生
衛
業
が
健
全
な
経
営

を
維
持
し
国
民
生
活
の
質

的
向
上
に
貢
献
し
て
い
く

た
め
に
は
、
業
界
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
へ
の
的
確
な
対
応
が
重

要
で
す
。
全
国
の
指
導
セ

ン
タ
ー
は
こ
う
し
た
実
情

を
踏
ま
え
、
個
々
の
生
衛

業
者
や
組
合
の
自
主
的
・

主
体
的
な
努
力
を
経
営
指

導
や
情
報
提
供
な
ど
の
面

か
ら
積
極
的
に
支
援
し
、

業
界
に
新
た
な
風
を
吹
き

込
み
、
活
性
化
と
発
展
に

繋
げ
る
努
力
を
重
ね
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
月
を
生
活
衛
生
同
業

１１
組
合
活
動
推
進
月
間
と
定

め
、
全
国
の
生
活
衛
生
同

業
組
合
、
中
央
会
等
が
主

催
者
と
な
り
、
関
係
機
関

や
団
体
と
の
連
携
の
も

と
、
組
合
活
動
の
活
性
化

等
を
図
る
事
業
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本

年
は
生
衛
法
の
制
定
　
周
６０

年
の
節
目
に
あ
た
る
年
で

も
あ
り
ま
す
。
全
国
指
導

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
都
道

府
県
の
指
導
セ
ン
タ
ー
と

連
携
を
図
り
、
全
面
的
に

協
力
・
支
援
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　
 …
…
…
…
…
…
…
…
 　

復
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
小
規
模
企
業

が
中
心
の
生
衛
業
界
に
お

い
て
は
そ
の
実
感
が
遠

く
、
し
か
も
少
子
高
齢
化

が
一
段
と
進
む
中
、
後
継

者
問
題
な
ど
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
中
央
会
と
し
ま
し
て
は

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破

す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省

の
後
援
を
得
て
、
平
成
　２６

年
度
よ
り
　
月
を
生
活
衛

１１

生
同
業
組
合
活
動
推
進
月

間
と
定
め
、
関
係
機
関
や

団
体
と
の
連
携
の
も
と
、

生
衛
組
合
の
活
性
化
や
組

合
会
員
促
進
の
事
業
を
全

国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
生
衛
業
が
衛
生
水
準
の

維
持
向
上
を
図
り
な
が
ら

経
営
基
盤
を
強
化
し
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、

個
々
の
営
業
の
努
力
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
取
り
組

み
を
支
援
す
る
体
制
の
整

備
が
不
可
欠
で
す
。
特
に

本
年
度
は
生
衛
法
制
定
　６０

周
年
の
節
目
に
あ
た
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
一

層
生
衛
業
界
の
更
な
る
躍

進
を
目
指
し
、　

業
種
の

１６

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

が
一
致
団
結
し
て
生
衛
組

民
生
活
が
確
保

さ
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
改
め
て
、

こ
れ
ま
で
の
ご

尽
力
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
の

高
度
化
や
多
様
化
に
適
切

に
対
応
し
つ
つ
、
生
衛
業

が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し

て
い
く
た
め
に
も
、
引
き

続
き
の
ご
尽
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
と
し
て

は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
融
資
制
度
や
各
連
合
会

が
取
り
組
ん
で
い
る
振
興

事
業
に
対
す
る
助
成
な
ど

を
通
じ
て
、
今
後
と
も
生

活
衛
生
に
係
る
営
業
の
振

興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
 …
…
…
…
…
…
…
…
 　

《
全
国
生
活
衛
生
同
業
組

合
中
央
会
理
事
長
　
大
森

利
夫
氏
　
挨
拶
》

　
受
賞
者
の
皆
様
は
生
衛

業
の
社
会
的
使
命
の
重
要

性
を
認
識
し
、
率
先
し
て

業
界
組
織
化
の
推
進
を
図

ら
れ
る
な
ど
、
組

織
活
動
を
通
じ
て

我
が
国
の
公
衆
衛

生
の
維
持
と
生
衛

業
界
の
社
会
的
、

経
済
的
地
位
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
ば
か
り
で

す
。
そ
の
献
身
的

な
努
力
に
対
し

て
、
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
景
気
動
向
は
回

の
指
導
者
と
し
て
日
頃
か

ら
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
多
大
な

貢
献
に
心
か
ら
敬
意
を
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
は
生
活
衛
生
関
係

営
業
の
運
営
の
適
正
化
及

び
振
興
に
関
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
て
　
年
と
い
う

６０

一
つ
の
節
目
の
年
で
す
。

こ
の
法
律
は
国
民
生
活
に

密
着
し
た
生
活
衛
生
関
係

営
業
の
運
営
の
健
全
化
、

振
興
な
ど
を
通
じ
て
、
衛

生
水
準
の
意
識
向
上
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

　
長
き
に
わ
た
り
、
生
活

衛
生
関
係
営
業
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
皆
様
方
の

日
々
の
献
身
的
な
ご
努
力

に
よ
り
、
日
本
の
高
い
衛

生
水
準
が
維
持
さ
れ
、
安

心
安
全
の
上
に
豊
か
な
国

《
厚
生
労
働
大
臣
　
加
藤

勝
信
氏
　
挨
拶
》

　
生
活
衛
生
関
係
営
業
の

衛
生
水
準
の
向
上
や
経
営

の
健
全
化
の
た
め
、
業
界

催
者
の
挨
拶
の
後
、
受
賞

者
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

登
壇
し
た
総
代
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
渡
さ
れ
た
。

　
 …
…
…
…
…
…
…
…
 　

　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
受
賞
者
１
３
９
名
）、
続

い
て
中
央
会
理
事
長
表
彰

（
受
賞
者
１
７
２
名
）
が

行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
主

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
３
名

中
央
会
理
事
長
表
彰
６
名

　
平
成
　
年
度
の
生
活
衛
生
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
、
お
よ
び

２９

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会
理
事
長
表
彰
が
、　

月
　
日
、
東
京
都
千
代

１０

２７

田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
行
わ
れ
た
。

受賞者の皆さん

加藤厚生労働大臣

●
受
賞
者
（
敬
称
略
）

《
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
者
／
３
名
》

望
月
國
雄
（
山
梨
県
・
副
理
事
長
）

田
中
茂
毅
（
三
重
県
・
理
事
長
）

吉
村
昌
峰
（
広
島
県
・
副
理
事
長
）

《
中
央
会
理
事
長
表
彰
者
／
６
名
》

土
本
　
昇
（
大
阪
府
・
副
理
事
長
）

大
西
健
介
（
兵
庫
県
・
常
務
理
事
）

星
野
　
実
（
神
奈
川
県
・
理
事
）

安
田
信
篤
（
神
奈
川
県
・
理
事
）

石
田
　
眞
（
東
京
都
・
副
理
事
長
）

清
水
伸
一
（
石
川
県
・
副
理
事
長
）

出
る
た
め
、
風
呂
上
が
り

は
過
乾
燥
に
な
る
。入
浴
後

　
分
以
内
の
保
湿
が
大
事
。

１０〈
冬
〉

　
浴
室
と
脱
衣
場
と
の
温

度
差
に
よ
る
死
亡
事
故
が

増
え
る
。
銭
湯
は
一
般
家

庭
で
は
難
し
い
温
度
管
理

が
で
き
、
他
の
客
の
目
が

あ
り
異
常
に
気
付
き
や
す

い
た
め
、
独
居
老
人
が
安

全
に
入
浴
で
き
る
。

　
　
…
…
…
…
…

　
熱
め
の
湯
（
　
℃
）
は

４２

Ｈ
Ｓ
Ｐ
入
浴
法
の
強
い
体

づ
く
り
に
効
果
的
だ
が
、

高
齢
者
や
心
臓
の
弱
い
人

に
は
リ
ス
ク
も
あ
る
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
ぬ

る
め
の
湯（
　
～
　
℃
）と

３８

４０

の
２
種
類
の
湯
で
、
利
用

客
の
選
択
肢
を
増
や
す
サ

ー
ビ
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

＊
早
坂
氏
の
提
言
を
ま
と

め
た
冊
子
「
銭
湯
入
浴
の

医
学
　
春
夏
秋
冬
」を
、全

組
合
員
に
２
冊
ず
つ
配
布
。

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

が
少
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

〈
夏
〉

　
夏
こ
そ
入
浴
が
必
要
。

高
温
多
湿
な
上
、
冷
房
で

外
と
の
気
温
差
が
大
き
く

体
に
負
担
が
か
か
る
。
特

に
女
性
は
冷
え
が
大
敵
。

入
浴
に
よ
る
温
熱
効
果
に

加
え
、
大
き
な
浴
槽
は
水

圧
作
用
も
あ
り
血
液
循
環

が
良
く
な
る
。
浮
力
で
体

重
は
　
分
の
１
に
な
る
た

１０

め
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

　
入
浴
前
に
も
飲
水
を
。

入
浴
で
約
８
０
０
悪
（
体

重
の
１
・
４
％
）
が
失
わ

れ
る
。
美
容
に
は
緑
茶
。

緑
茶
を
飲
ん
だ
後
、　

分
１０

湯
船
に
浸
か
る
と
血
液
中

の
カ
テ
キ
ン
（
脂
肪
消
費

作
用
、
抗
酸
化
作
用
）
が

増
え
る
。

〈
秋
〉

　
夏
の
紫
外
線
と
汗
で
肌

は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
た
る
み

や
シ
ワ
の
原
因
に
な
る
。

入
浴
で
保
湿
成
分
が
流
れ

ら
運
営
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
」と
、季
節
ご
と
の
銭
湯

の
利
点
や
利
用
客
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
提
案
し
た
。

〈
春
〉

　
環
境
変
化
に
合
わ
せ
よ

う
と
交
感
神
経
が
高
ぶ
り

緊
張
状
態
が
続
く
た
め
、

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
体
調

を
崩
す
。　

～
　
℃
の
ぬ

３８

４０

る
め
の
湯
に
　
分
間
浸
か

１５

る
と
、
副
交
感
神
経
が
刺

激
さ
れ
症
状
が
改
善
。
い

い
睡
眠
も
取
れ
る
。ま
た
、

広
い
風
呂
は
視
覚
的
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
高
い
。

　
　
℃
の
熱
い
湯

４２
は
交
感
神
経
を
刺

激
す
る
た
め
、
シ

ャ
キ
ッ
と
し
た
い

時
に
効
果
。経
営

に
と
っ
て
も
、ぬ

る
い
湯
は
燃
料
費

　
平
成
　
年
度
全
浴
連
役

２９

職
員
研
修
会
が
、　

月
　

１０

１９

日
、
代
表
者
会
議
後
に
明

治
記
念
館
で
開
か
れ
た
。

東
京
都
市
大
学
人
間
科
学

部
教
授
・
早
坂
信
哉
氏
（
写

真
）
が
、「
銭
湯
は
一
年
中

価
値
の
あ
る
健
康
増
進
施

設
だ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　
早
坂
氏
は
温
泉
療
法
専

門
医
（
医
学
博
士
）
で
、

入
浴
や
温
泉
に
関
す
る
医

学
的
な
研
究
の
第
一
人

者
。「
銭
湯
は
１
年
中
、
健

康
増
進
の
価
値
の
あ
る
施

設
。
そ
れ
を
意
識
し
な
が

全
浴
連
役
職
員
研
修
会

「
銭
湯
は
一
年
中
価
値
の
あ
る
健
康
増
進
施
設
だ
」

早
坂
信
哉
氏
が
講
演
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私
も
納
得
す
る
し
か
な
か

っ
た
。
ど
う
し
よ
う
も
な

か
っ
た
の
よ
』
と
笑
い
な

が
ら
話
し
て
ま
し
た
。

　
女
将
さ
ん
は
昭
和
　
年
１０

生
ま
れ
、
こ
の
　
月
で
　

１２

８２

歳
に
な
り
ま
す
。『
私
も
あ

と
何
年
で
き
る
か
わ
か
ら

な
い
。
喜
ん
で
下
さ
る
お

客
さ
ん
の
為
、
お
父
さ
ん

の
残
し
た
銭
湯
を
精
一
杯

続
け
た
い
』
と
語
っ
て
ま

し
た
。

　
お
祭
り
の
後
浴
衣
を
着

て
入
る
銭
湯
は
ま
た
格

別
、
出
る
時
に
は
皆
必
ず

こ
う
言
う
事
で
し
ょ
う

『
湯
か
っ
た
、
浴
衣
（
ゆ

か
っ
た
）
』

　
何
は
と
も
あ
れ
、
市
川

市
宝
湯
さ
ん
、
良
い
お
湯

で
し
た
。

（
千
葉
県
市
川
市
南
八
幡

２
―
６
―
５
、

０
４
７

―
３
７
８
―
０
０
２
３
）

か
ら
か
わ
れ
た

ん
だ
と
か
。
ま

だ
未
成
年
の
女

性
に
と
っ
て
は

か
な
り
恥
ず
か

し
く
、
顔
を
真

っ
赤
に
し
て
前

を
見
れ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
　
歳
の
時
に

２３
知

人

の

紹

介

で
、
板
橋
で
銭

湯
を
や
っ
て
い

た
ご
主
人
と
結
婚
し
一
緒

に
な
り
新
し
い
生
活
が
は

じ
ま
り
ま
す
。
そ
こ
は
オ

ー
ナ
ー
が
別
に
い
た
の

で
、　

年
間
板
橋
の
銭
湯

１０

で
お
金
を
貯
め
て
、
昭
和

　
年
、
現
在
の
宝
湯
を
買

４３い
取
っ
て
念
願
の
自
分
達

の
銭
湯
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
そ
の
頃
の
市
川
は
周

り
は
畑
と
工
場
。
夜
は
真

っ
暗
で
人
も
あ
ま
り
出
歩

か
な
い
町
で
、
今
の
住
宅

街
を
予
想
も
出
来
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
こ
ち
ら
に
来
て
困
っ
た

事
は
？
『
子
供
達
が
「
お

家
に
帰
る
、お
家
に
帰
る
」

と
毎
日
泣
い
て
大
変
だ
っ

た
の
よ
、
末
っ
子
が
２
歳

で
大
人
の
事
情
が
わ
か
る

年
齢
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら

ね
』
と
女
将
さ
ん
。

『
お
父
さ
ん
が
こ
こ
を
買

っ
て
来
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、

　
脱
衣
所
の
天
井
は
広
く

気
持
ち
が
い
い
。
床
は
毎

日
女
将
さ
ん
が
掃
除
を
徹

底
し
て
行
っ
て
い
る
の
で

ゴ
ミ
ひ
と
つ
な
く
ピ
ッ
カ

ピ
カ
。
浴
室
に
入
る
と
、

ど
真
ん
中
に
富
士
山
が
ド

ー
ン
と
お
客
様
を
待
ち
構

え
て
い
る
か
の
よ
う
。
富

士
の
絵
は
心
も
大
き
く
な

る
気
が
し
ま
す
ね
。
２
年

前
に
中
島
盛
夫
さ
ん
が
描

い
た
作
品
で
す
。
浴
槽
は

大
小
二
つ
、
大
き
な
浴
槽

に
は
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
、
小

さ
な
方
は
薬
湯
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
川
市
内
の
銭
湯
は
全

部
で
９
軒
。《
市
フ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
》
と
い
う
５

軒
回
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ

オ
ル
が
貰
え
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
を
実
施
。
市

外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多

く
評
判
も
上
々
と
の
事
。

　
女
将
さ
ん
が
浴
場
の
業

界
に
入
る
き
っ
か
け
は
　１８

歳
の
頃
、
新
橋
の
田
村
町

に
あ
っ
た
銭
湯
に
住
み
込

み
で
働
き
始
め
た
の
が
は

じ
ま
り
。
仕
事
に
慣
れ
て

く
る
と
番
台
に
も
座
っ
た

そ
う
で
す
が
、
最
初
は
男

性
客
か
ら
『
ね
ー
ち
ゃ
ん

特
等
席
で
良
い
な
』『
良

い
眺
め
だ
ろ
』『
俺
に
も

座
ら
せ
て
く
れ
よ
』
等
、

為
中
止
で
し
た
が
日

曜
日
は
前
日
の
鬱
憤

を
晴
ら
す
べ
く
、
多

く
の
方
々
に
お
越
し

頂
き
ま
し
た
。

　
盆
踊
り
で
い
い
汗

を
か
い
た
の
で
浴
衣

の
ま
ま
、
近
く
に
あ

る
銭
湯
『
宝
湯
』
さ

ん
へ
と
行
っ
て
来
ま

し
た
。

　
左
が
男
、
右
が
女
、

入
り
口
は
男
女
別
、

横
長
の
下
駄
箱
に
靴

を
し
ま
い
、
ゆ
っ
く

り
開
い
た
引
き
戸
の

先
に
湯
の
世
界
が
広

が
り
ま
す
。

　
低
め
の
番
台
で
女
将
さ

ん
の
出
水
の
ぶ
子
さ
ん
が

迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

お
客
様
も
落
ち
着
い
て
い

た
為
つ
い
つ
い
話
し
込
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ご
主
人
は
　
年
前
に
亡

１６

く
な
り
、
現
在
は
長
男
と

女
将
さ
ん
二
人
で
賄
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
８
月
の
　
日
（
土
）、　

１９

２０

日
（
日
）
と
二
日
間
、
市

川
の
ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ

ラ
ザ
の
盆
踊
り
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ッ
ケ

コ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
と
は
日

本
毛
織
の
中
山
工
場
跡
地

を
再
開
発
し
た
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
僕
は

三
年
前
よ
り
司
会
進
行
役

と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
い

て
ま
す
。
土
曜
日
は
雨
の

セントウ紀セントウ紀行行
千葉県市川市「宝湯」
全浴新聞特派員  風呂わく三

（漫談家）

者
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

て
い
た
時
、
人
垣
の
一
番

後
ろ
か
ら
そ
っ
と
様
子
を

伺
っ
て
い
た
二
代
目
。『
ご

挨
拶
さ
れ
ま
せ
ん
か
？
』

と
伺
う
と
、『
い
や
、
も
う

せ
が
れ
に
バ
ト
ン
を
渡
し

た
か
ら
。
あ
い
つ
、
喋
り

だ
け
は
上
手
い
か
ら
な
』

と
、
目
尻
を
下
げ
な
が
ら

仰
っ
て
い
た
横
顔
が
印
象

的
で
し
た
。

　
供
ホ
ー
ム
な
の
に
ア
ウ

ェ
イ
　
浦
和
に
あ
る
銭
湯

「
鹿
島
」
湯
僑
の
　
年
ぶ

１５

り
の
富
士
山
ペ
ン
キ
絵

は
、
田
中
絵
師
の
粋
な
演

出
で
「
判
じ
絵
（
※
）
」

が
男
湯
女
湯
そ
れ
ぞ
れ
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
答
え

は
、
ロ
ビ
ー
で
反
対
側
の

お
湯
に
入
っ
た
人
に
聞
か

な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
仕

組
み
。
是
非
、
鹿
島
湯
に

入
っ
て
、
そ
し
て
知
ら
な

い
方
と
答
え
合
わ
せ
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！

※
　
判
じ
絵
…
江
戸
時
代

に
流
行
っ
た
、
絵
を
み
て

答
え
る
な
ぞ
な
ぞ
。

が
り
ま
し
た
。

　
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

地
元
で
活
動
し
て
い
る
有

志
の
方
々
が
、「
銭
湯
と
一

緒
に
自
分
達
も
何
か
し
た

い
」
と
提
案
し
て
き
た
件

数
の
多
さ
で
す
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
鹿

島
湯
を
開
放
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
で
来
た
こ
と

が
な
か
っ
た
方
々
が
銭
湯

の
「
位
置
」
を
知
り
、
中

の
「
様
子
」
を
見
、
銭
湯

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
三
代
目

を
は
じ
め
と
す
る
鹿
島
湯

の
方
々
が
、
忙
し
い
合
間

を
縫
っ
て
、
チ
ラ
シ
を
駅

前
で
配
っ
た
り
、
新
聞
に

折
り
込
ん
だ
り
、
自
治
会

に
呼
び
か
け
た
り
と
い
う

地
道
な
作
業
が
実
を
結
ん

だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
あ
く
ま
で

銭
湯
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か

け
の
一
つ
。
こ
れ
を
機
に

沢
山
の
方
が
鹿
島
湯
さ
ん

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
な
、
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
三
代
目
が
来
場

の
方
々
が
丸
太
か
ら
加
工

・
制
作
し
た
も
の
。埼
玉
と

大
阪
を
繋
ぐ
ひ
と
つ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
ご
協
力
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

釜
場
横
に
地
元
自
治
会
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
来
場
者
に

美
味
し
い
焼
き
そ
ば
や
と

う
も
ろ
こ
し
、
焼
き
鳥
、

お
で
ん
等
を
提
供
。
心
強

い
助
っ
人
の
お
か
げ
で
、

イ
ベ
ン
ト
は
更
に
盛
り
上

や
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、

後
日
こ
れ
を
湯
船
に
浮
か

べ
、「
檜
の
湯
」
と
し
て
香

り
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
企

画
。
描
か
れ
た
絵
を
見

て
、
大
人
達
は
皆
び
っ
く

り
！
　
い
つ
ど
こ
で
習
っ

た
の
か
、
素
晴
ら
し
い
絵

が
直
径
約
　
㎝
の
輪
切
り

１４

に
見
事
に
収
ま
る
よ
う
に

描
か
れ
て
い
て
、
子
供
達

の
想
像
力
は
無
限
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
檜
の

輪
切
り
は
、
大
阪
の
城
東

鶴
見
組
合
の
銭
湯
経
営
者

に
描
い
て
お
い
た
富
士
山

と
海
の
下
地
に
、
子
供
達

が
め
い
め
い
思
い
付
く
ま

ま
に
海
の
生
物
を
描
き
ま

し
た
。
こ
の
絵
は
現
在
鹿

島
湯
フ
ロ
ン
ト
ロ
ビ
ー
に

飾
ら
れ
、
お
湯
に
入
り
に

来
ら
れ
た
方
に
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
で

有
名
な
土
地
柄
を
利
用
し

て
、『
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト

コ
ー
ナ
ー
』
。
風
呂
桶
を

９
つ
並
べ
、
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
を
蹴
っ
て
、
そ
の
中

に
入
れ
て
も
ら
う
と
い
う

も
の
。
５
回
蹴
っ
て
３
回

入
っ
た
ら
、
お
菓
子
の
景

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
と
し

て
い
た
の
で
す
が
、
子
供

達
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り

成
功
す
る
こ
と
が
楽
し
い

ら
し
く
、
景
品
が
な
く
て

も
列
を
作
っ
て
順
番
待
ち

を
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
そ
の
隣
で
は
、『
檜
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
』
ブ
ー

ス
を
設
置
。
天
然
の
檜
の

輪
切
り
に
、
好
き
な
言
葉

　
　
月
　
日
（
土
）、
埼
玉

１０

２８

県
浦
和
に
あ
る
鹿
島
湯
さ

ん
に
て
、
田
中
み
ず
き
絵

師
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
に
も
係
わ
ら

ず
、
多
く
の
方
で
会
場
は

熱
気
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
で
創
業
　
年
を
迎

１２

６２

え
る
鹿
島
湯
さ
ん
は
、
こ

こ
　
年
ほ
ど
ペ
ン
キ
絵
は

１５
な
か
っ
た
そ
う
で
、
浦
和

か
ら
銭
湯
を
も
り
立
て
て

い
こ
う
と
一
念
発
起
し
た

三
代
目
と
奥
様
が
、
ニ
ュ

ー
ス
で
田
中
絵
師
の
事
を

知
っ
て
直
談
判
し
、
今
回

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
方
々
、
特

に
未
来
を
担
う
子
供
達
に

銭
湯
の
良
さ
を
伝
え
た
い

と
い
う
三
代
目
の
ご
意
向

で
、
子
供
向
け
の
催
し
物

を
い
く
つ
か
用
意
し
ま
し

た
。
　
ま
ず
は
、
田
中
絵
師
に

よ
る
『
お
絵
描
き
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
』
。
あ
ら
か
じ

め
田
中
絵
師
が
ふ
す
ま
紙

地
元
有
志「
銭
湯
と
一
緒
に
な
に
か
し
た
い
」

鹿
島
湯
～
銭
湯
ペ
ン
キ
絵
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト

銭
湯
も
り
あ
げ
た
～
い
　
荒
木
久
美
子

投　稿

　
東
京
都
組
合
主
催
の

「
銭
湯
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
　
月
８
日
、

１０

大
田
区
の
「
大
田
文
化
の

森
」
で
開
催
さ
れ
た
。
今

年
で
３
回
目
。

　
銭
湯
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
グ
ル

ー
プ
に
登
録
し
て
銭
湯
体

験
な
ど
情
報
を
発
信
す
る

と
い
う
も
の
で
、
３
年
前

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
今
年
は
都
内
の
若
手
銭

湯
経
営
者
５
名
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
マ
ム
シ
が
突
っ
込
め
ば

見
え
て
く
る
、
銭
湯
の
明

る
い
未
来
」
を
実
施
。
ゲ

ス
ト
と
し
て
、
愛
あ
る
毒

舌
で
お
馴
染
み
の
タ
レ
ン

ト
、
毒
蝮
三
太
夫
さ
ん
が

参
加
し
た
。
毒
蝮
さ
ん
は

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
で

毎
週
各
地
の
銭
湯
か
ら
中

継
し
て
い
る
。

　
同
じ
ス
テ
ー
ジ
上
で
丸

山
清
人
氏
に
よ
る
銭
湯
ペ

ン
キ
絵
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
が
進
む
中
、
５
人

が
取
り
組
み
な
ど
を
発

表
。
様
々
な
銭
湯
を
見
て

き
た
毒
蝮
さ
ん
は
、
頑
張

っ
て
い
る
銭
湯
が
あ
る
一

方
で
「
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
い
な
い
風
呂
屋

が
多
い
。
金
が
な
く
て
修

理
で
き
な
い
と
い
う
の
も

わ
か
る
。
で
も
、
親
父
が

嘆
い
て
い
た
ら
、
せ
が
れ

は
継
が
な
い
よ
」
と
厳
し

く
指
摘
。「
オ
レ
が
止
め
て

も
辞
め
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。

ダ
メ
な
銭
湯
を
ど
う
し
よ

う
か
と
い

う
こ
と
を

や
っ
て
い

か

な

い

と
、
ど
ん

ど
ん
減
っ

て

い

く

よ
」
と
惜

し
む
。

「
不
遇
だ

と
は
思
う

け
ど
、
１

０
０
年
で

考
え
た
ら
、
今
ダ
メ
だ
か

ら
と
辞
め
る
こ
と
は
な

い
。
銭
湯
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
。
オ
レ
は
銭
湯

で
社
会
学
を
教
わ
っ
た
」。

最
後
は
「
銭
湯
は
元
気
の

素
！
　
辞
め
な
い
で
よ
」

と
力
強
い
激
励
の
言
葉
で

締
め
く
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
後
は
、
銭
湯
ラ
イ

タ
ー
　
人
の
任
命
式
、
銭

１４

湯
お
遍
路
４
４
０
軒
達
成

者
　
人
の
表
彰
式
、
こ
ど

３９
も
銭
湯
大
使
４
人
の
紹
介

が
さ
れ
た
。
ラ
イ
タ
ー
と

こ
ど
も
大
使
は
新
企
画
。

　
ま
た
、
新
銭
湯
大
使
に

古
部
賢
一
さ
ん
を
任
命
。

古
部
さ
ん
は
廃
業
し
た
銭

湯
の
長
男
で
、
新
日
本
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
の
首
席
オ
ー
ボ
エ
奏
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

数
字
を
音
符
に
当
て
嵌

め
、
１
０
１
０
（
銭
湯
）

の
　
（
ミ
）
、
４
１
２
６

１０
（
フ
ァ
、
ド
、
レ
、
ラ
）

の
み
を
使
っ
た
曲
を
演
奏

す
る
粋
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
が

あ
っ
た
。

　
別
室
で
交
流
会
が
行
わ

れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
経
営

者
が
親
睦
を
深
め
た
。

東
京「
銭
湯
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」

「
辞
め
な
い
で
よ
！
」毒
蝮
　
が
辛
口
ア
ド
バ
イ
ス

丸山さんのライブペインティングを背
に、銭湯経営者５人と語る毒蝮さん

女
将
の
出
水
の
ぶ
子
さ
ん

鹿
島
湯
三
代
目
を
囲
ん
で
、
田
中
み
ず
き
さ
ん（
右
）

と
ご
主
人

ガ
ン
バ
レ

ガ
ン
バ
レ
鎧鎧
銭銭
湯湯

銭
湯
絵
師
の
修
行
中
　

宮
﨑
勇
次
郎
さ
ん（
　
）
３９

実
家
は
銭
湯
、本
業
は
美
大
助
教

　
東
京
造
形
大
学
で
洋
画
を
教
え
、
八
王
子
市
制
１
０
０
年
緑
化
フ
ェ
ア
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
八
王
子
刑
務
所
の
壁
画
を
学
生
た
ち
と
と
も
に
製
作
。
高
さ

４
ｍ
、
長
さ
１
４
０
ｍ
の
歴
史
絵
巻
が
、
住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　
銭
湯
絵
師
の
故
早
川
利
光
氏
に
師
事
。
銭
湯
絵
師
を
夢
見
て
、
実
家
で
あ
る

大
分
の
銭
湯
・
下
郡
温
泉
で
銭
湯
絵
を
展
開
中
。

実
家
に
描
い
た
銭
湯
絵（
上
）、八
王
子
刑
務
所
の
壁
画（
下
）

面
、
邪
魔
を
し
た
く
な
い
。

描
き
た
い
か
ら
と
い
う
だ

け
で
描
く
の
は
違
う
か

な
、
と
。

　
お
二
人
が
数
を
こ
な
せ

な
く
な
っ
た
り
引
退
を
決

め
ら
れ
た
時
に
、
描
け
た

ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
お
手
伝
い

で
、
ス
タ
ン
バ
イ
だ
け
は

し
て
お
き
た
い
。
修
行
の

た
め
、
実
家
に
帰
る
た
び

に
描
き
替
え
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
自
分
が
他
所
で

銭
湯
絵
を
描
く
こ
と
に
な

っ
た
ら
、
学
生
た
ち
を
助

手
と
し
て
連
れ
て
行
き
ま

す
。
彼
ら
の
発
信
力
に
も

期
待
し
た
い
で
す
し
ね
。

●
裸
の
美
術
展
は
い
か
が

　
絵
が
な
い
銭
湯
に
、
パ

ネ
ル
と
し
て
絵
を
飾
る
の

も
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
ら

僕
も
描
け
ま
す
し
ね
。
風

景
、動
物
、人
間
、何
で
も
。

　
絵
を
見
る
た
め
に
銭
湯

に
行
く
と
い
う
の
も
い
い

の
か
な
、
と
。
実
家
に
初

め
て
飾
っ
た
時
は
展
覧
会

と
い
う
形
に
し
た
ん
で
す

よ
。
裸
の
展
覧
会
。
そ
ん

な
形
で
も
、
銭
湯
が
盛
り

上
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

【
連
絡
先
】
０
９
０
・
８

４
９
３
・
８
０
８
２
宮
﨑

の
鎮
魂
の
意
味
を
込
め

て
。
絵
画
を
や
っ
て
い
る

の
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が

出
ま
す
ね
。

　
今
の
絵
は
３
代
目
で
赤

富
士
と
父
の
要
望
で
シ
ン

ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン

グ
。
大
分
は
シ
ン
フ
ロ

（
温
泉
で
シ
ン
ク
ロ
を
す

る
Ｐ
Ｒ
動
画
）
が
あ
る
の

で
、
あ
や
か
り
ま
し
た
。

●
裸
で
見
る
絵
は
銭
湯
だ

け　
な
ぜ
銭
湯
絵
を
描
き
た

い
か
と
い
う
と
、
開
放
的

な
全
裸
で
絵
を
見
る
状
況

は
、
銭
湯
以
外
な
い
ん
で

す
よ
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
美

術
館
だ
と
、
ち
ょ
っ
と
か

し
こ
ま
っ
た
り
静
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
絵
に
つ
い
て
そ
の
場

で
あ
ー
だ
こ
ー
だ
言
え
な

い
で
す
が
、
銭
湯
だ
と
開

放
的
な
の
で
「
こ
れ
は
ど

こ
の
風
景
だ
ろ
う
」
と
か

話
せ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う

い
う
状
況
で
見
る
絵
が
描

き
た
い
。
銭
湯
絵
、
す
ご

く
描
き
た
い
ん
で
す
。

　
で
も
、
銭
湯
も
減
っ
て

き
て
、
中
島
（
盛
夫
）
さ

ん
、
丸
山
さ
ん
で
も
仕
事

が
少
な
い
状
況
を
目
に
し

て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
描

き
た
い
気
持
ち
が
あ
る
反

マ
エ
」
で
知
っ
て
い
て
も
、

生
の
絵
は
初
め
て
。
驚
い

て
い
ま
し
た
。
後
で
入
浴

し
に
行
き
た
い
と
言
っ
て

い
ま
し
た
ね
。

●
実
家
の
銭
湯
絵
で
修
行

　
大
学
の
４
年
頃
、
ど
う

し
て
も
描
き
た
く
て
、
ま

ず
は
実
家
で
練
習
し
よ
う

と
。
父
が
「
や
り
た
き
ゃ
、

や
っ
て
み
ろ
」
と
言
っ
て

く
れ
て
。
普
通
の
茶
色
っ

ぽ
い
タ
イ
ル
な
の
で
直
接

描
け
な
い
の
で
、
パ
ネ
ル

に
描
い
た
も
の
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
１
作
目
は
噴
火
す
る
富

士
山
。
大
分
の
お
客
さ
ん

は
銭
湯
絵
を
見
た
こ
と
が

な
い
の
で
、「
絵
が
あ
っ
て

面
白
い
ね
、
雰
囲
気
が
変

わ
っ
て
い
い
ね
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
２
代
目

は
ナ
マ
ズ
。
新
潟
の
震
災

は
銭
湯
も
ど
ん
ど
ん
潰
れ

て
い
る
し
、
絵
で
食
っ
て

い
け
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
働

け
」
と
言
わ
れ
て
、
ゲ
ー

ム
会
社
に
入
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
働
き
な
が
ら
絵
の

制
作
を
し
つ
つ
、
た
ま
に

銭
湯
の
手
伝
い
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
去
年
、
国
立
市
の
鳩
の

湯
で
丸
山
（
清
人
）
さ
ん

の
手
伝
っ
た
時
は
、
学
生

を
見
学
に
連
れ
て
行
き
ま

し
た
。
美
大
で
学
ん
で
い

る
と
絵
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で

し
か
知
ら
な
い
の
で
、「
公

共
の
場
で
裸
で
見
る
絵
」

を
見
せ
た
い
と
思
っ
て
。

学
生
は
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ

描
き
方
に
つ
い
て
は
「
自

分
に
は
教
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
ら
目
で
盗
め
」

と
。
銭
湯
で
タ
ブ
ー
の
夕

日
や
猿
は
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
早
川
さ
ん
は
波
し
ぶ
き

を
い
っ
ぱ
い
描
く
人
な
の

で
、
見
た
後
は
自
宅
で
小

さ
め
の
パ
ネ
ル
に
描
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。
実
際
に

描
く
と
難
し
い
で
す
。
画

面
に
対
し
て
の
バ
ラ
ン
ス

と
か
。
帆
掛
け
船
も
本
当

に
難
し
い
ん
で
す
よ
。

　
大
学
卒
業
時
に
早
川
さ

ん
に
「
銭
湯
絵
師
に
な
り

た
い
」
と
言
っ
た
ら
「
や

め
と
け
」
と
。「
こ
の
業
界

「
銭
湯
み
た
い
な
絵
が
描

き
た
い
」
と
思
っ
た
ん
で

す
。
　
１
９
９
９
年
か
ら
２
年

ぐ
ら
い
、
早
川
さ
ん
に
師

事
し
ま
し
た
。
造
形
大
の

大
竹
誠
先
生
が
町
田
忍
さ

ん
と「
風
呂
屋
の
富
士
山
」

と
い
う
本
を
出
し
て
い
た

の
で
、
大
竹
先
生
に
「
銭

湯
の
絵
が
描
き
た
い
ん
で

す
」
と
言
っ
た
ら
町

田
さ
ん
を
紹
介
し
て

く
れ
て
、
町
田
さ
ん

の
紹
介
で
。

　
早
川
さ
ん
の
下
で

や
っ
て
い
た
の
は
足

場
作
り
。
最
後
に
空

を
ち
ょ
っ
と
描
か
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

ね
。
室
内
に
あ
る
の
に
風

景
を
描
い
て
い
る
の
で
奥

行
き
が
あ
っ
て
。
手
前
に

湯
船
の
水
が
あ
る
の
で
、

お
湯
と
つ
な
が
っ
て
い
て

広
が
り
が
あ
っ
て
い
い
な

ぁ
と
。

　
自
分
は
ど
う
い
う
絵
を

描
き
た
い
ん
だ
ろ
う
、
と

ず
ー
っ
と
悩
ん
で
い
て
、

そ
ん
な
時
に
出
会
っ
て
、

●
銭
湯
絵
と
の
出
会
い

　
地
元
の
大
分
は
温
泉
な

の
で
、
ペ
ン
キ
絵
が
あ
る

銭
湯
を
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
ん
で
す
。
東
京
の
美

大
に
入
っ
て
、
国
立
市
の

銭
湯
で
初
め
て
見
ま
し

た
。
青
空
と
富
士
山
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
生

で
見
る
と
違
い
ま
し
た

さ
　
　
ん
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蟻
蟻
蟻

小
学
校
（
東
京
都
立
川
市

羽
衣
町
２
丁
目
　
―
　
、

２９

２２


０
４
２
―
５
２
３
―
５

２
４
８
、
Ｊ
Ｒ
南
武
線
西

国
立
駅
下
車
徒
歩
５
分
）

【
注
意
】
上
履
き
と
履
き

物
袋
を
持
参
（
音
が
出
る

袋
は
不
可
）、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

・
液
晶
画
面
に
よ
る
写
真

撮
影
不
可

丸
山
絵
師
直
伝
の
富
士
山

画
。
銭
湯
の
魅
力
を
伝
え

た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
。

　
劇
は
学
芸
会
で
発
表
。

一
般
の
人
も
観
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
日
時
】　
月
　
日
（
土
）

１１

１８

午
前
８
時
半
過
ぎ
～
（
保

護
者
鑑
賞
日
）

【
場
所
】
立
川
市
立
第
六

湯
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
行

い
、
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
次
の
挑

戦
は
、
銭
湯
を
テ
ー
マ
に

し
た
創
作
劇
「
羽
衣
銭
湯

物
語
」。　
年
前
に
タ
イ
ム

５０

ス
リ
ッ
プ
し
て
銭
湯
の
人

に
助
け
ら
れ
る
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
舞
台
の
背
景
画
は

い
る
。

　
学
校
の
あ
る
羽
衣
町
に

は
、
市
内
５
軒
の
銭
湯
の

う
ち
２
軒
（
松
見
湯
・
美

保
湯
）が
あ
る
。１
学
期
の

社
会
科
で
の
町
探
検
学
習

の
際
に
、
多
く
の
児
童
が

銭
湯
に
興
味
を
持
っ
た
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
子
が
銭
湯

に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、

自
分
た
ち
で
入
浴
ツ
ア
ー

を
計
画
。
初
め
て
の
銭
湯

体
験
で
「
銭
湯
大
好
き
」

に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、「
学
校
の
み
ん
な
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
、　１０

月
　
日
の
「
銭
湯
の
日
」

１０
を
Ｐ
Ｒ
す
る
校
内
用
番
組

を
制
作
。　

月
　
日
に
は

１０

２４

銭
湯
絵
師
の
丸
山
清
人
さ

ん
を
学
校
に
招
い
て
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
銭

の
授
業
の
一
環
で
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
を
知
っ
て
愛

着
を
持
ち
、
ま
ち
に
貢
献

で
き
る
担
い
手
の
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
、
溝
越
勇
太

主
任
教
諭
が
取
り
組
ん
で

　
東
京
都
の
立
川
市
立
第

六
小
学
校
で
、
３
年
生
　５０

人
に
よ
る
「
湯
っ
た
り
あ

っ
た
か
羽
衣
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
進
行
中
だ
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

立
川
市
第
六
小
３
年
生
が「
銭
湯
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
外
」

創
作
劇
 「
羽
衣
銭
湯
物
語
」

　
月
　
日（
土
）に
上
演

１１

１８

方
に
『
銭
湯
っ
て
こ
ん
な

感
じ
な
ん
だ
、
知
ら
な
か

っ
た
、
行
っ
て
み
た
い
』

と
思
わ
せ
た
い
。
地
方
の

よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
銭

湯
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
さ
ん
。

　
経
営
者
家
族
や
利
用
客

な
ど
、
銭
湯
に
関
わ
る
人

た
ち
と
の
出
会
い
の
あ
た

た
か
さ
も
伝
わ
る
。「
銭
湯

の
ス
ト
ー
リ
ー
も
大
好
き

で
、
色
々
な
人
と
出
会
え

て
感
動
し
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
、
大
事
な
方
で
す
」

　
赤
字
覚
悟
だ
が
「
儲
け

が
目
的
で
は
な
い
の
で
」

と
き
っ
ぱ
り
。「
私
に
は
銭

湯
は
す
ご
く
贅
沢
な
と
こ

ろ
。
ア
ー
ト
も
見
れ
ま

す
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
も
で
き

ま
す
、
健
康
と
美
容
に
も

い
い
で
す
、
い
ろ
ん
な
方

と
喋
れ
ま
す
。
そ
ん
な
の

銭
湯
だ
け
で
す
よ
」
。
そ

の
喜
び
が
全
ペ
ー
ジ
に
溢

れ
て
い
る
。

先
の
湿
っ
た
雪
が
降
る

中
、
自
転
車
で
回
り
地
元

の
人
に
驚
か
れ
た
そ
う

だ
。
　
自
ら
撮
影
し
た
外
観
、

浴
室
の
タ
イ
ル
絵
や
ペ
ン

キ
絵
、
意
匠
な
ど
、
さ
な

が
ら
美
術
本
の
よ
う
に
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に

美
し
い
世
界
が
現
れ
る
。

「
私
が
感
じ
た
銭
湯
の
一

番
の
魅
力
は
ア
ー
ト
。
今

ま
で
行
っ
た
こ
と
の
な
い

　
銭
湯
が
大
好
き
な
フ
ラ

ン
ス
人
女
性
、
銭
湯
大
使

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
コ
ロ
イ

ン
さ
ん
（
写
真
）
が
「
銭

湯
は
、
小
さ
な
美
術
館
」

（
啓
文
社
書
房
刊
／
２
２

０
０
円
税
別
）
を
　
月
に

１０

出
版
し
た
。

　
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
で
全

国
を
訪
れ
、
店
主
ら
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
な
が
ら
取
材
し
た
約
　９０

軒
を
紹
介
。
新
潟
で
は
春

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
コ
ロ
イ
ン
著

「
銭
湯
は
、小
さ
な
美
術
館
」

年
　
月
に
丸
山
清
人
絵
師

１２
に
よ
る
大
阪
市
の
「
白
玉

温
泉
」
に
描
か
れ
た
ペ
ン

キ
絵
と
２
カ
所
大
阪
市
内

で
ペ
ン
キ
絵
が
見
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

ケ
島
の
風
景
が
描
か
れ
た
。

　
当
日
は
テ
レ
ビ
３
局
、

新
聞
等
４
社
の
取
材
も
入

り
、
中
島
絵
師
も
対
応
に

忙
し
か
っ
た
。
解
説
は
日

本
銭
湯
文
化
協
会
理
事
の

町
田
忍
氏
に
よ
り
行
わ

れ
、
見
学
者
の
質
問
に
も

応
じ
た
。

　
ペ
ン
キ
絵
は
１
枚
約
１

時
間
半
ほ
ど
の
短
時
間
で

一
気
に
完
成
。
筆
さ
ば
き

の
早
さ
に
見
学
者
も
興
味

深
く
見
入
っ
て
い
た
。完
成

し
た
絵
を
見

て
、
ご
主
人

の
西
村
義
博

さ
ん
は
「
毎

回
、
絵
を
楽

し
み
に
来
て

く
れ
る
お
客

さ
ん
も
い
る

の
で
、
新
し

い
絵
に
な
っ

て
ま
た
喜
ん

で
く
れ
る
と

思
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。

　
こ
れ
で
去

描
か
れ
た
。
そ
の
時
の
も

の
が
古
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
今
回
新
し
く
描
き
替

え
ら
れ
た
。

　
ペ
ン
キ
絵（
２
×
３
ｍ
）

は
午
前
・
午
後
と
各
１
枚

ず
つ
製
作
さ
れ
、
男
性
側

は
富
士
山
に
中
島
絵
師
の

故
郷
の
福
島
県
飯
館
、女
性

側
は
富
士
山
の
見
え
る
城

　
大
阪
市
東
住
吉
区
の

「
み
ど
り
温
泉
」
に
て
、

　
月
　
日
、
男
女
そ
れ
ぞ

１０

２７

れ
に
富
士
山
の
背
景
画
が

公
開
製
作
さ
れ
た
。

　
同
湯
は
既
に
２
０
０
３

年
、
関
西
方
面
に
お
い
て

は
早
い
時
期
に
、
ペ
ン
キ

絵
師
の
中
島
盛
男
さ
ん
に

よ
っ
て
公
開
製
作
さ
れ
、

２
回
目
は
２
０
１
１
年
に

大
阪
市
内
に
富
士
山
２
つ

銭
湯
ペ
ン
キ
絵
公
開
製
作

　（
情
報
提
供
：
町
田
忍
氏
）

丸
山
、中
島
両
巨
匠
は
、自

分
は
職
人
で
あ
る
、
と
言

う
。
し
か
し
私
に
は
職
人

で
あ
り
芸
術
家
に
思
え
る
。

　
私
感
だ
が
、
ア
ー
ト
と

は
自
己
表
現
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
て
、
そ
れ
が
人
の
心

を
動
か
し
た
り
、
感
情
や

意
識
に
影
響
を
与
え
る
時

に
ア
ー
ト
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
銭
湯
に
依
頼
さ
れ
て
デ

ザ
イ
ン
し
て
納
め
る
ち
い

さ
な
ハ
ン
コ
だ
が
、
自
分

の
色
を
込
め
て
表
現
し
た

も
の
が
、
銭
湯
に
か
か
わ

る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た

り
驚
か
せ
た
り
し
た
と
き

に
、
少
し
は
ア
ー
ト
っ
ぽ

い
こ
と
を
し
て
い
る
と
言

え
る
の
か
な
。
最
近
ハ
ン

コ
を
納
品
し
た
と
こ
ろ
の

女
将
さ
ん
に
こ
う
言
わ
れ

た
。「
 捺
 す
の
が
楽
し
い
の

お

よ
。
」

　
銭
湯
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

　
／
３
ま
で
文
京
区
の
各

１２銭
湯
に
て
。

と
も
羨
ま
し
い

お
話
。

　
作
家
達
の
活

動
、
作
品
紹
介

に
続
い
て
の
テ

ー
マ
「
な
ぜ
私

は
銭
湯
で
ア
ー

ト

を

す

る

の

か
」。

　
は
て
、
私
は

ア
ー
ト
を
し
て

い
た
の
だ
ろ
う

か
。
　
銭
湯
ハ
ン
コ
作
家
と
か

ス
タ
ン
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

は
名
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
無
い
。
ア

ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う

違
う
の
か
、
と
い
う
話
を

し
な
け
れ
な
な
ら
な
い
が
、

正
直
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

だ
が
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

は
ア
ー
ト
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
尊
敬
す
る
背
景
絵
師
の

な
っ
て
い
る
。
両
方
の
湯

に
入
れ
ば
す
べ
て
の
ハ
ン

コ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

つ
ま
り
２
回
の
入
浴
で
こ

れ
ら
の
ご
利
益
／
 功
徳
 を

く
ど
く

得
ら
れ
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
。
浅
草
の
ほ

お
ず
き
市
が
四
万
六
千
日

の
功
徳
を
得
ら
れ
る
縁
日

に
合
わ
せ
て
開
か
れ
る

が
、
そ
れ
の
ミ
ニ
版
、
と

言
っ
た
ら
怒
ら
れ
そ
う
だ

が
そ
う
い
う
こ
と
。

　
　
月
９
日
、
ト
ー
ク
シ

１０
ョ
ー
が
始
ま
っ
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
大
黒
湯

に
は
美
術
作
家
の
安
齋
洋

さ
ん
が
、
巨
大
モ
ザ
イ
ク

タ
イ
ル
風
の
『
神
奈
川
沖

浪
裏
（
富
士
）
』
を
こ
さ

え
て
い
て
、
お
お
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
！
と
つ
ぶ
や
か

ず
に
は
居
れ
な
い
。
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
設
置
の
お
手
伝

い
を
募
っ
た
ら
、
女
子
ば

か
り
集
ま
っ
た
と
い
う
何

　
私
は
千
駄
木
の
「
ふ
く

の
湯
」
さ
ん
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
東
京
都
内
の
銭
湯
ハ

ン
コ
を
　
軒
余
り
作
成
し

９０

て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の

パ
ネ
ル
を「
大
黒
天
の
湯
」

と「
弁
財
天
の
湯
」両
方
の

す
べ
て
の
ロ
ッ
カ
ー
に
貼

り
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

「
大
黒
天
の
湯
」、「
弁
財
天

の
湯
」
と
い
う
の
は
、
ふ

く
の
湯
さ
ん
の
特
徴
あ
る

浴
室
の
名
称
で
、
週
替
わ

り
で
男
女
入
れ
替
え
制
と

　
だ
が
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
作
家
さ
ん
た
ち

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

あ
る
と
は
、
こ
の
時
は
つ

ゆ
ほ
ど
も
知
ら
な
か
っ
た

の
だ
。

　
作
家
さ
ん
は
以
下
の
６

名
。

◆
豊
川
浴
泉
…
橘
田
龍
馬

さ
ん
／
写
真
家

◆
大
黒
湯
…
安
齋
洋
さ
ん

／
美
術
作
家

◆
歌
舞
伎
湯
…
田
中
み
ず

き
さ
ん
／
銭
湯
ペ
ン
キ
絵

師◆
白
山
浴
場
…
齋

藤
史
生
さ
ん
／
笑

文
字
作
家

◆
富
士
見
湯
…
Ｙ

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
さ
ん
／

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー◆
ふ
く
の
湯
…
廣

瀬
十
四
三
／
銭
湯

ハ
ン
コ
作
家

人
は
、
と
い
え
ば
写
真
家

や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
や

ペ
ン
キ
絵
師
さ
ん
な
ど
、

大
き
な
作
品
を
展
示
す
る

の
は
想
像
で
き
る
。
だ
が
、

ハ
ン
コ
だ
。
老
眼
鏡
か
け

て
ち
ま
ち
ま
作
業
し
て
作

る
「
ち
い
さ
き
も
の
」
だ
。

　
支
部
長
の
岡
嶋
さ
ん
に

問
え
ば
、
拡
大
出
力
し
て

ボ
ー
ド
に
転
写
し
て
、
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
ま
あ

ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
と

お
引
き
受
け
し
た
。

　
文
京
区
の
浴
場
組
合
か

ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
時

に
、
え
っ
、
私
が
？
と
一

瞬
戸
惑
っ
た
。

　
文
京
区
の
６
軒
の
銭
湯

で
６
人
の
作
家
に
よ
る
作

品
展
示
を
し
た
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
を
背
景
画
に
、

と
い
う
お
話
だ
っ
た
。
私

の
小
さ
い
ハ
ン
コ
を
ど
う

し
ろ
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
イ
ベ
ン
ト
名
は
「
銭
湯

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
。他
の
５

丸
山
絵
師
か
ら
銭
湯
絵
を
伝
授
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

　
表
彰
式
は
　
月
　
日
、

１０

２７

千
代
田
区
の
紀
尾
井
町
サ

ロ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

城
東
鶴
見
浴
場
組
合
顧
問

の
谷
内
田
博
志
氏
（
第
二

栄
温
泉
）
と
同
支
部
長
北

出
守
氏
（
白
玉
温
泉
）
が

出
席
し
た
。
取
り
組
み
内

容
の
発
表
と
併
せ
、
浴
場

の
新
し
い
存
在
価
値
を
示

す
絶
好
の
機
会
と
な
っ

た
。

よ
り
、
家
庭
で
の
桧
の
湯

や
コ
ー
ス
タ
ー
と
し
て
の

利
用
な
ど
間
伐
材
の
活
用

が
広
が
り
木
の
流
通
促
進

に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
多

面
的
な
効
果
が
期
待
で
き

る
。
イ
ベ
ン
ト
後
は
複
数

の
都
道
府
県
の
銭
湯
か
ら

発
注
が
あ
り
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
や
社
会

貢
献
と
し
て
、
成
長
が
期

待
さ
れ
る
。

自
由
に
触
れ
て
も
う
お
う

と
い
う
も
の
。

　
木
の
良
さ
と
リ
ラ
ッ
ク

ス
入
浴
の
再
発
見
、
木
育

と
浴
育
を
あ
わ
せ
た
体
験

入
浴
を
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
る
銭
湯

で
実
践
し
た
こ
と
が
、
大

変
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
と
い

う
こ
と
で
評
価
さ
れ
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
輪

切
り
を
販
売
す
る
こ
と
に

に
お
い
て
、
間
伐
ネ
ッ
ト

会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
全
国
か
ら
の
応
募
総
数

　
団
体
、
う
ち
間
伐
実
践
・

６２環
境
教
育
部
門
　
団
体
の

２８

中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の

で
、
名
誉
あ
る
受
賞
。

　
取
り
組
み
内
容
は
、『
間

伐
材
を
利
用
し
た
桧
の
湯

に
よ
る
幼
稚
園
児
体
験
入

浴
と
親
子
ふ
れ
あ
い
入
浴

の
開
催
』
。
銭
湯
の
湯
船

に
間
伐
材
か
ら
切
り
出
し

た
桧
の
輪
切
り
を
約
１
０

０
枚
浮
か
べ
、
普
段
木
に

接
す
る
機
会
の
な
い
子
ど

も
た
ち
に
五
感
を
使
っ
て

ル
～
」（
間
伐
・
間
伐
材
利

用
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主

催
、
林
野
庁
、
間
伐
推
進

中
央
協
議
会
後
援
）
の
間

伐
実
践
・
環
境
教
育
部
門

　
大
阪
府
の
城
東
鶴
見
浴

場
組
合
の
取
り
組
み
が
、

「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
　
Ｇ
ｏ

ｏ
ｄ
　
２
０
１
７
～
間
伐

・
間
伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー

大阪府・城東鶴見浴場組合

間伐材の取り組みが

「Forest  Good  ２０１７」受賞

　どこか懐かしくて温かい。消しゴム
ハンコには、そんな味わいがある。廣
瀬十四三さんが消しゴムハンコに想い
を刻んで、大好きな銭湯を語る。

★オリジナルハンコの受注制作を承ってい
ます
連絡先  wakwak@yahoo.co.jp  としぞー

授賞を喜ぶ北出氏（左）と谷内田氏

全国公衆浴場業生活衛生同業組合連合会
千代田区東神田１-１０-２　ＴＥＬ０３-５６８７-２６３５

http://1010.or.jp/zenyoku/
 　  各都道府県組合事務所・代表者

（平成２９年１１月現在）

ホームページURL電話番号事務所所在地代表者名県名

http://www.kita-no-sento.com/０１１-６１１-９３４１札幌市中央区大通西１６－２小西　廣幸北 海 道
北
海
道
・
東
北

０１７-７３５-３８５３青森市堤町２－６－９川嶋　和彦青 森 県

０１９-６６１-５８２２盛岡市高松３－６－１２山屋ビル山屋　　隆岩 手 県

０２２-２１３-４９１１仙台市青葉区上杉５－１－１２後藤コーポ１０９号木村　仁則宮 城 県

０２４-５９１-４２６５福島市笹木野字笹木野原４－１４０三浦内門馬　浩二福 島 県

０２８-６２４-８０４９宇都宮市若草１－９－５宝湯内稲垣　佐一栃 木 県

関
東
甲
信
越

http://www.saiyoku.jp０４８-８２２-５４００さいたま市浦和区高砂２－１－５谷　　弘幸埼 玉 県

０２７-７４４-４７０４桐生市本町１－４－３５一の湯内吉岡　藤吉群 馬 県

http://www.enjoytokyo.jp/life/spot/l00028845/０４３-２２２-３８５８千葉市中央区長洲２－９－６土肥　一夫千 葉 県

http://www.1010.or.jp/０３-５６８７-２６４１千代田区東神田１－１０－２近藤　和幸東 京 都

http://k-o-i.jp/０４５-２３１-３３４１横浜市南区高根町２－１０山﨑　潤一神 奈 川 県

０５５-２３２-１０８１甲府市住吉４－６－２３ふじ温泉内古屋　育男山 梨 県

http://sinsyuu.iiyudana.net/０２６８-２２-５６７８上田市常田３－１４－３宮桜の湯内宮下　憲治長 野 県

http://www.niigata268.com/０２５-２２２-２９２３新潟市中央区礎町通り上１ノ町１９２６熊谷　　孝新 潟 県

０５４-２５２-８９３８静岡市葵区駒形通３－２－１桜湯内小長井　正静 岡 県

東
海
北
陸

http://aichi1010.sakura.ne.jp０５２-３２２-５７３５名古屋市中区千代田３－９－１４武田　和宏愛 知 県

http://1010gifu.com０５８-２５２-１４５７岐阜市鍵屋西町１－７５野原　伸之岐 阜 県

http://www.zd.ztv.ne.jp/sentou-mie/index.html０５９-２２８-４２４０津市大倉１３－１９アコギビル３Ｆ田中　茂毅三 重 県

http://ishikawaii1010.sakura.ne.jp０７６-２２１-２３７２金沢市大手町２－２２松永日出男石 川 県

http://toyama1010.com/０７６-４２１-３９６８富山市東町３－２－１７中野　数雄富 山 県

http://www.1010fukui.jp０７７６-２２-２７６１福井市光陽４－２－２６山崎　一美福 井 県

近
畿

http://www.shigalife.or.jp/yokujyou.html０７７-５２４-８５５４大津市打出浜１３－２２滋賀県生衛会館内津田　清一滋 賀 県

http://kyo1010.pro.tok2.com/０７５-８０１-１３０１京都市中京区西ノ京職司町６３中井　義昭京 都 府

http://www.osaka268.com/０６-６７７２-３１１２大阪市天王寺区生玉町９－３宮前　博一大 阪 府

http://hyouyok268.sakura.ne.jp０７８-３４１-２４７５神戸市中央区下山手通７－１－２１月山　昇商兵 庫 県

０７４２-３５-５０２６奈良市三条大宮町１－１２奈良県生衛会館内山﨑　美隆奈 良 県

http://www.optic.or.jp/SENTOO-OKAYAMA/０８６-２６４-５６７４岡山市南区若葉町４－６石岡　眞代岡 山 県

中
国

http://www.1010hiroshima.com/０８２-２９３-７８４８広島市中区河原町１－２６広島県環衛ビル５Ｆ沖本　範文広 島 県

http://www.yamayoku.sakura.ne.jp/index.html０８３２-２３-３７３９下関市大坪本町２４－１０吉本　太一山 口 県

http://tottori1010.web.fc2.com/０８５７-２９-０９５５鳥取市末広温泉町４０１日乃丸温泉内松本　正嗣鳥 取 県

０８７-８３５-９１２３高松市塩上町２－５－２２山本　和雄香 川 県
四
国 http://www.1010ehime.com/０８９-９４３-３２５７松山市萓町２－２－１０尾原　　譲愛 媛 県

０８８-６５３-０７５５徳島市東大工町２－２９川原ビル２Ｆ新田　　靖徳 島 県

http://fukuoka1010.com/０９２-７６１-３６１２福岡市中央区西中洲１１街区１３号吉岡　利明福 岡 県

九
州

０９５-８４４-２３００長崎市上野町６－２５濱田　清志長 崎 県

０９７-５６９-２８４８大分市大字下郡３４７５－１　下郡温泉内宮﨑　奉治大 分 県

http://kuma1010.com/０９６-３５４-６６８２熊本市中央区世安町４４８野村　雄亮熊 本 県

０９８５-２３-６２５２宮崎市大橋１丁目６４－１ヘルストップゆうゆう内長友　節夫宮 崎 県

http://www.kagosima-onsen1010.net/０９９-２２５-２６８３鹿児島市易居町３－２８ヘルスプラザビル４Ｆ福丸　敬朗鹿 児 島 県
各組合のＨＰを、自身の組合のＨＰにリンクする事を自由といたします

中
島
盛
夫
氏
が
ペ
ン
キ
絵
を
製
作（
写

真
提
供
＝
朝
日
新
聞
　
遠
藤
真
梨
氏
）

ア
オ
シ
マ
チ
ュ
ウ
ジ
氏
が
Ｈ
Ｐ
を
開
設
。
ご
覧
下
さ
い
。
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今
月
の
詩

大
阪
府
浴
立
春
俳
句
会

 第５８０号 （毎月１回１日発行） （第３種郵便物認可） 全 国 浴 場 新 聞 平成２９年１１月１日 （４）

た
。「
天
井
が
高
く
て
反
響

す
る
と
い
う
の
は
こ
の
空

間
の
魅
力
な
の
で
、
そ
れ

を
生
か
す
脚
本
と
演
出
を

考
え
て
作
り
こ
ん
だ
」

　
今
の
劇
場
は
「
演
劇
フ

ァ
ン
だ
け
の
も
の
」
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
危
機
感

が
あ
る
と
い
う
。「
銭
湯

も
、
家
に
必
ず
お
風
呂
が

つ
く
時
代
に
な
っ
て
、
昔

み
た
い
に
近
所
の
人
が
集

ま
っ
て
サ
ロ
ン
み
た
い
な

と
こ
ろ
か
ら
、
銭
湯
好
き

の
人
が
通
う
場
に
変
わ
っ

て
き
た
の
が
さ
み
し
い
。

演
劇
も
似
て
い
る
」

　
フ
ァ
ン
以
外
の
人
に
魅

力
を
広
め
て
い
く
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考

え
、「
劇
場
だ
け
で
は
で
き

な
い
。
僕
ら
の
方
か
ら
町

に
出
て
行
っ
て
劇
場
じ
ゃ

な
い
と
こ
ろ
で
や
ら
せ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
演
劇
を

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

　
緑
川
さ
ん
が
思
い
描
く

今
の
時
代
に
必
要
な
街

は
、
高
度
成
長
期
と
は
違

い
、
み
ん
な
が
楽
し
く
の

ん
び
り
で
き
る
場
。「
劇
場

以
外
の
場
所
で
こ
そ
出
来

る
こ
と
が
あ
る
は
ず
。
普

段
な
ら
交
わ
る
こ
と
の
な

い
業
種
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街

を
『
遊
園
地
』
に
で
き
た

ら
」
　
機
会
が
あ
れ
ば
他
の
銭

湯
で
も
上
演
し
た
い
そ
う

だ
。
タ
イ
ト
ル
に
は
必
ず

そ
の
浴
場
名
が
入
る
。「
お

芝
居
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
、
あ
の
お
芝
居
を
や
っ

た
銭
湯
だ
ね
、
と
記
憶
に

残
っ
て
欲
し
い
の
で
」

　
銭
湯
＋
演
劇
の
化
学
反

応
を
試
し
て
み
た
い
人
は

ご
一
報
を
。

【
連
絡
先
】in
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シ
ア
タ
ー
キ

ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク

声
が
響
く
の
も
ド
キ
ッ
と

し
ま
し
た
ね
」
と
喜
ぶ
。

　
だ
が
、
期
間
中
は
苦
労

も
。
２
時
開
演
に
向
け

て
、
役
者
た
ち
が
現
場
に

入
る
の
は
　
時
。
普
段
は

１１

３
時
半
ま
で
に
終
わ
れ
ば

い
い
仕
事
を
　
時
ま
で
に

１１

片
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
稽
古
期
間
を
含
め
約

１
か
月
間
続
き
、
さ
す
が

に
き
つ
か
っ
た
と
い
う
。

　
そ
れ
で
も
、「
ま
た
や
り

た
い
」
と
渡
辺
さ
ん
。「
寺

島
浴
場
と
い
う
場
所
を
知

っ
て
い
た
だ
け
た
の
が
、

う
れ
し
い
。
そ
れ
が
力
の

源
に
な
っ
て
い
る
。
地
元

の
人
は
集
ま
る
し
、
い
い

宣
伝
に
な
る
。
他
の
銭
湯

さ
ん
に
も
少
し
ず
つ
広
げ

て
い
き
た
い
」

●
「
フ
ァ
ン
以
外
を
ど
う

呼
び
込
む
か
」

―
銭
湯

と
演
劇
の
共
通
の
課
題

　
墨
田
区
曳
舟
出
身
で
劇

団
代
表
の
緑
川
憲
仁
さ
ん

が
、
こ
の
舞
台
を
企
画
、

作
・
演
出
も
手
掛
け
た
。

２
０
１
０
年
に
曳
舟
湯

（
当
時
築
　
年
、
廃
業
）

７０

で
上
演
し
た
「
曳
舟
湯
の

怪
人
」
を
、
墨
田
区
の
文

化
芸
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
墨
田
川
　
神
羅
万
象
　

墨
に
夢
」
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
リ
メ
イ
ク
し
た
。
地

元
の
潜
在
力
に
目
を
向

け
、「
演
劇
を
使
っ
て
町
を

盛
り
上
げ
ら
れ
る
の
で

は
」
と
模
索
す
る
中
、
子

ど
も
の
頃
、
家
風
呂
が
な

く
通
っ
て
い
た
銭
湯
で
感

じ
た
地
域
の
ぬ
く
も
り
を

思
い
出
し
、
銭
湯
と
の
コ

ラ
ボ
を
思
い
つ
い
た
。

　
浴
室
で
の
上
演
は
難
し

さ
も
あ
る
。
足
元
が
滑
り

や
す
く
、
声
が
反
響
し
す

ぎ
て
役
者
の
会
話
が
聞
き

取
り
に
く
い
た
め
、
セ
リ

フ
を
工
夫
し
歌
を
入
れ

「
ざ
ぶ
ー
ん

お
風
呂
券
付

き
券
」（
３
２

０
０
円
）
も

販
売
し
た
。

定
員
　
人
の

３０

席
は
連
日
ほ

ぼ
埋
ま
り
、

劇
団
の
フ
ァ

ン
だ
け
で
な

く
寺
島
浴
場

常
連
客
や
遠

方
か
ら
の
銭

湯
フ
ァ
ン
も

来
場
。
２
つ

の
文
化
を
結
び
付
け
、
地

域
の
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
新
た
な
可

能
性
を
示
す
も
の
と
な
っ

た
。

●
「
銭
湯
の
場
所
を
知
っ

て
も
ら
え
た
」

　
店
主
の
渡
辺
敏
男
さ
ん

（
　
）
は
今
回
の
打
診
を

４７
受
け
、「
銭
湯
が
激
減
す
る

中
、
銭
湯
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
。
こ
こ
か

ら
情
報
発
信
し
て
も
ら
え

た
ら
あ
り
が
た
い
」
と
引

き
受
け
た
。

　
結
果
は
上
々
。
終
演
後

に
入
浴
客
が
「
あ
の
場
面

が
よ
か
っ
た
」
な
ど
感
想

を
話
し
て
い
る
の
も
聞
い

た
。渡
辺
さ
ん
自
身
、観
劇

は
初
め
て
で
、「
生
は
迫
力

が
違
う
。
す
ご
く
新
鮮
で

し
た
。
役
者
さ
ん
が
目
の

前
を
通
る
の
で
、
ぶ
つ
か

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、

　
日
、
東
京
都
墨
田
区
の

１１寺
島
浴
場
で
行
わ
れ
た
。

演
目
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
音
楽
劇

「
寺
島
浴
場
の
怪
人
」。

　
物
語
は
現
実
と
も
夢
と

も
つ
か
な
い
不
思
議
な
時

間
の
中
で
、
主
人
公
の
女

性
が
寺
島
浴
場
で
昔
の
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
と
過
去

を
辿
り
、
心
の
奥
深
く
に

秘
め
た
想
い
と
向
き
合
う

と
い
う
も
の
。
銭
湯
は
劇

場
で
あ
り
登
場
人
物
た
ち

の
物
語
の
舞
台
で
も
あ
る
。

　
主
催
は
墨
田
区
に
拠
点

を
置
く
劇
団
・
一
般
社
団

法
人
シ
ア
タ
ー
キ
ュ
ー
ブ

リ
ッ
ク
、
墨
田
川
神
羅
万

象
墨
に
夢
実
行
委
員
会
、

共
催
は
墨
田
区
、
墨
田
区

文
化
振
興
財
団
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
（
２

８
０
０
円
）
、
小
中
学
生

（
１
８
０
０
円
）
の
他
に
、

終
演
後
に
入
浴
で
き
る

　
舞
台
に
必
要
な
暗
幕
も

照
明
も
セ
ッ
ト
も
一
切
な

く
、
あ
る
の
は
浴
室
と
い

う
空
間
だ
け
。
カ
ラ
ン
に

沿
っ
て
風
呂
椅
子
を
並
べ

た
客
席
の
間
を
、
タ
オ
ル

を
体
に
巻
い
た
若
者
た
ち

が
動
き
、
物
語
を
演
じ
る
。

笑
い
、ふ
ざ
け
合
い
、語
る

声
は
、
高
い
天
井
に
大
き

く
反
響
し
て
、
不
思
議
な

効
果
を
生
み
出
す

―
。

　
開
店
前
の
銭
湯
で
劇
を

上
演
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試

み
が
、
９
月
　
日
～
　
月

３０

１０

　
お
風
呂
に
入
る
と
、
人

の
体
に
は
「
静
水
圧
」
と

い
う
圧
力
が
か
か
り
ま

す
。
何
が
起
こ
る
か
と
い

え
ば
ウ
エ
ス
ト
が
細
く
な

り
、お
腹
も
凹
み
ま
す
。ま

あ
、
お
風
呂
か
ら
が
れ
ば

元
に
戻
り
ま
す
が
…
…
。

　
冗
談
は
さ
て
お
き
、
こ

の
静
水
圧
に
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
か
と
い
う

と
、
と
く
に
下
半
身
に
作

用
し
ま
す
。
私
た
ち
の
体

に
は
血
液
や
体
液
が
流
れ

て
い
て
、
重
力
の
関
係
で

下
の
方
に
行
っ
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
静

脈
の
力
で
心
臓
に
送
り
返

し
て
い
る
の
で
す
が
、
日

中
活
動
し
続
け
て
い
る
と

ど
う
し
て
も
体
の
下
の
方

に
体
液
が
溜
ま
り
が
ち
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が

「
む
く
み
」
と
い
う
状
態
。

そ
こ
で
お
風
呂
の
出
番
！

　
お
湯
に
肩
ま
で
浸
か
る

と
水
圧
が
か
か
り
、
体
液

を
心
臓
に
押
し
戻
し
や
す

く
な
り
、
結
果
的
に
む
く

み
が
解
消
で
き
る
と
い
う

わ
け
。
当
然
、
銭
湯
の
方

が
湯
量
が
多
く
広
い
で
す

か
ら
、
静
水
圧
の
効
果
も

よ
り
強
く
作
用
し
ま
す
。

　
も
う
一
つ
銭
湯
に
期
待

で
き
る
の
が
「
森
林
浴
」

効
果
。
皆
さ
ん
は
「
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
」
っ
て
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
は

水
が
水
滴
と
な
っ
て
散
ら

ば
っ
た
と
き
発
生
し
ま

す
。
銭
湯
で
は
、
広
い
う

え
に
多
く
の
人
が
絶
え
ず

お
湯
を
流
す
た
め
、
常
に

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
発
生

し
て
い
る
状
態
な
の
で
す
。

（
続
く
）

睡
眠
障
害
な
ど
様
々
な
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
を
予
防
す
る

た
め
、
人
間
は
交
感
神
経

（
ア
ク
セ
ル
）
と
副
交
感

神
経
（
ブ
レ
ー
キ
）
を
適

切
に
切
り
替
え
て
暴
走
し

な
い
よ
う
調
整
し
て
い
る

の
で
す
。

　
自
分
が
「
緊
張
状
態
に

あ
る
」
と
感
じ
た
と
き
、

副
交
感
神
経
を
優
位
に
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
ズ
バ
リ
「
深
呼

吸
」。
人
間
、
集
中
す
る
ほ

ど
呼
吸
は
浅
く
な
り
が

ち
。
し
か
し
、
誰
で
も
無

意
識
に
呼
吸
が
深
く
な
る

瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
、
お
風
呂
で
湯
船
に
浸

か
っ
た
と
き
で
す
ね
。
み

な
さ
ん
、
思
わ
ず
「
フ
ゥ

～
」
と
声
出
し
ま
せ
ん
か
。

呼
吸
を
深
く
吐
く
こ
と
で

副
交
感
神
経
が
優
位
に
働

き
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ

な
が
る
の
で
す
。
そ
れ

も
、
で
き
れ
ば
家
の
お
風

呂
よ
り
も
銭
湯
の
方
が
よ

り
多
く
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
で
は
、
そ
の
理
由
を
科

学
的
に
説
明
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
ポ
イ
ン
ト
１
《
広
く
て

湯
量
が
多
い
》

　
家
庭
の
お
風
呂（
湯
船
）

の
大
き
さ
は
い
ろ
い
ろ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
平
均
的

に
は
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
ぐ

ら
い
。
一
方
、
銭
湯
の
湯

船
を
満
た
す
お
湯
の
量
は

お
よ
そ
１
０
０
０
リ
ッ
ト

ル
で
す
。
湯
量
が
多
く
て

湯
船
も
広
い
。
こ
の
こ
と

が
私
た
ち
に
と
て
も
良
い

効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ま
す
か
？
　
仕
事
、
家
族
、

そ
れ
と
も
将
来
の
不
安
で

し
ょ
う
か
。

　
ス
ト
レ
ス
は
心
と
体
の

両
方
に
影
響
し
ま
す
が
、

そ
の
調
整
役
を
果
た
し
て

く
れ
る
の
が「
交
感
神
経
」

と
「
副
交
感
神
経
」
で
す
。

い
わ
ば
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ

ー
キ
の
関
係
。
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
っ
ぱ
な
し
で
は
、

講
師
◇
池
田
由
紀
氏
＝
名

古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部

准
教
授
／
日
々
の
ス
ト
レ

ス
を
解
消
す
る
方
法
と
し

て
、
銭
湯
で
の
入
浴
を
勧

め
て
い
る
。

 

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横

◆
ま
ち
の
銭
湯
に
は
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
す
る
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
い
ま
、
ど
ん

な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭銭
湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯
がががががががががががががががががががががが
ここここここここここここここここここここここ
ここここここここここここここここここここここ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
とととととととととととととととととととととと
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららら
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
にににににににににににににににににににににに
効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
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①

（
愛
知
県
組
合
銭
湯
読
本
よ
り
）

い
と
挑
戦
で
き
な
く
な
る

と落
と
し
前
を
つ
け
る
あ
た

りや
っ
ぱ
り
カ
ッ
コ
い
い

ペ
ー
ジ
に
も
み
た
な
い

手
書
き
の
手
法
は
大
変
だ

っ
た

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
自
分

に
負
荷
を
か
け
て
お
か
な

恩
義
を
守
り
ケ
ジ
メ
を
つ

け
る
た
め
暴
走
し
て
い
く

の
だ

と
こ
ろ
が
作
家
で
も
あ
る

お
笑
い
の
又
吉
直
樹
に
執

筆
意
欲
を
刺
激
さ
れ

若
僧
の
く
せ
に
芥
川
賞
と

り
や
が
っ
て

あ
ん
な
才
能
く
ら
い
俺
に

だ
っ
て
あ
る
と
の
た
う
つ

映
画
は
５
秒
で
す
む
が

小
説
は
丁
寧
に
書
く
と
４

「
ビ
ー
ト
た
け
し
と
い
う

男
」

言
葉
の
格
闘
技
と
で
も
い

う
べ
く

激
し
い
の
の
し
り
あ
い

悲
哀
を
ま
と
う
が
湿
っ
ぽ

く
な
い

思
惑
が
渦
巻
く
た
だ
中
に

飛
び
込
ん
で

じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
い
ろ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
る

小
谷
　
早
苗

声
の
し
て

 鐘
  打
 っ
て
 比
叡
 の
 秋
気
 

か
ね
 
う
 

ひ

え

い

 

し
ゅ
う
き

 澄
 み
わ
た
る

す　
　
　
　
　
北
浦
賀
代
子

 礼
 の
声
 弾
 ん
で
ゐ
た
り
赤

れ
い
 

は
づ

い
羽
根

秋
の
 蝉
  応
 え
る
声
の
無
か

せ
み
 こ
た

り
け
り

　
　
　
　
　
中
江
　
司
郎

 武
蔵
野
 の
名
残
り
の
空
を

む

さ

し

の

 鳥
渡
 る

と
り
わ
た

青
空
に
 弧
 を
 画
 く
 鷹
 の
 遥
 

こ
 

か
 

た
か
 

は
る

か
な
り

 水
引
 の
 紅
 の
長
さ
に
雨
伝

み
ず
ひ
き
 

べ
に

ふ泣
く
だ
け
に
帰
る
ふ
る
さ

と
曼
珠
沙
華

　
　
　
　
　
西
上
　
邦
子

 龍
王
碑
 の
う
し
ろ
に
 荻
 の

り
ゅ
う
お
う
ひ
 

お
ぎ

　
　
　
　
　
谷
下
　
一
玄

 長
堤
 の
一
 叢
 づ
つ
に
 荻
 

ち
ょ
う
て
い
 

む
ら
 

お
ぎ

の
声

待
た
さ
れ
し
新
 蕎
麦
 の
湯

そ

ば

気
 頬
 に
来
る

ほ
ほ

　
　
　
　
　
小
山
　
淑
子

県
浴
組
合
が
被
災
者
の
入

浴
者
名
簿
に
基
づ
い
て
入

浴
料
を
支
払
っ
た
。
現

在
、
災
害
時
に
お
け
る
地

域
貢
献
に
つ
い
て
県
及
び

市
と
協
議
中
。

・
大
分
県
…
災
害
時
に
は

そ
の
都
度
、
地
域
貢
献
に

協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
化
の

対
応
に
つ
い
て
全
浴
連
に

対
し
て
要
望
が
あ
り
、
ス

マ
ホ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使
っ

て
全
国
の
各
施
設
の
情
報

を
発
信
し
、
共
有
化
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

く
の
公
民
館
を
利
用
し
て

い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、

無
料
入
浴
券
を
配
布
。

・
鳥
取
県
…
県
と
の
協
定

を
締
結
。
昨
年
の
地
震

時
、
タ
オ
ル
な
ど
の
準
備

を
し
た
が
、
偽
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
対
応
に
困
惑
し

た
。
利
用
者
の
住
所
・
氏

名
の
記
入
な
ど
の
対
策
を

取
っ
た
。

・
愛
媛
県
…
県
と
の
協
定

を
締
結
。
３
年
前
の
災
害

時
、
一
時
荷
物
を
預
か
っ

た
。
バ
ス
タ
オ
ル
や
シ
ー

ツ
を
　
枚
備
蓄

３０

・
福
岡
県
…
現
在
、
地
域

貢
献
の
対
策
に
つ
い
て
県

と
協
議
中
。

・
山
口
県
…
過
去
、
山
口

市
、
防
府
市
の
災
害
時
に

は
無
料
入
浴
を
実
施
し
、

０
０
円
、
四
国
・
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
１
軒
１
０
０
０
円

の
意
見
が
出
て
い
る
。
今

後
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
協
議

す
る
。

◆
災
害
時
に
お
け
る
各
県

の
対
応
に
つ
い
て

・
東
京
都
…「
地
域
貢
献
」

を
前
面
に
押
し
出
し
、
災

害
発
生
時
に
は
脱
衣
場
の

解
放
、
水
の
確
保
な
ど
浴

場
の
特
徴
を
活
か
し
た
協

力
を
行
政
に
申
し
出
て
、

各
支
部
で
協
定
を
結
ん
で

い
る
。
ま
た
、
建
物
や
煙

突
の
耐
震
補
強
、
ガ
ラ
ス

窓
・
鏡
に
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
を
貼
る
、
ロ
ッ
カ
ー

の
転
倒
防
止
補
強
な
ど
を

行
う
際
の
都
の
耐
震
補
助

金
を
活
用
し
て
い
る
。

・
広
島
県
…
災
害
時
、
近

真
）。

　
沖
本
範
文
広
島
県
理
事

長
の
開
会
の
辞
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
。
西
日
本
ブ
ロ
ッ

ク
会
長
・
吉
本
太
一
山
口

県
理
事
長
の
挨
拶
、
全
浴

連
・
近
藤
和
幸
理
事
長
の

挨
拶
の
後
、
議
事
に
入
っ

た
。
内
容
は
次
の
通
り
。

◆
平
成
　
年
度
全
浴
連
全

３０

国
業
者
鹿
児
島
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

　
平
成
　

年
６
月
　

日

３０

２５

（
月
）
に
鹿
児
島
市
で
開

催
が
決
定
し
て
い
る
。
協

賛
金
に
つ
い
て
は
、
過
去

の
大
会
を
参
考
に
し
て
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
１
軒
２
０

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広

島
で
開
催
さ
れ
た
（
写

　
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

が
９
月
　
日
、
広
島
市
の

２５ 西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

災
害
時
対
応
な
ど
意
見
交
換

銭湯＋演劇で新たな層を開拓

舞台「寺島浴場の怪人」
東京都墨田区・寺島浴場で上演

劇
団
代
表
の
緑
川
さ
ん（
左
）と
寺
島
浴
場
店
主
の
渡
辺
さ
ん

芝居後、挨拶する役者たち

　
愛
知
県
組
合
が
昨
年
度
、
厚
労
省
の
補
助
金
の
振
興
事
業
と
し
て
、
講
演
会

を
開
催
し
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
冊
子
「
銭
湯
が
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
効
く

理
由
」
を
発
行
し
た
。
多
く
の
人
に
銭
湯
の
効
能
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
内

容
は
情
報
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
極
力
減
ら
し
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
デ
ザ

イ
ン
は
見
や
す
く
気
軽
に
読
め
る
。
冊
子
づ
く
り
の
参
考
に
も
な
る
力
作
を
、

今
号
か
ら
連
載
で
内
容
を
紹
介
す
る
。

「
な
ぜ
？
銭
湯
が
『
気
持
ち
い
い
』
か
。
」

銭
湯
に
こ
そ
あ
る
  　
　
　

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果

第１回講演
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